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した、あるいは、誇りや愛着を持つ、そういう子ども達の育成を目指した取り組みをあらゆる場

面で発信しながら、積み上げをしているところである。 
そういう意味で県内高校との関係強化と（５）のあたりにふるさとキャリア教育の１つの延長線

上に地元の公立鳥取環境大学があるということを意識した形をとっていただけるとありがたい

と思う。 

  ・県外オフィスの機能の集約とあるが、コロナ禍で県外オフィスを縮小する計画があるのか。 

   →（回答）：コロナ禍で県外でも活動が制限される中、県外にオフィスがあることは費用対効果

があまり良くないため、県外オフィスの機能や人員を大学本部に集約する予定である。人員を本

部に集めて県外への対応は出張にて行う。 

 

（２）新型コロナウイルス感染症に伴う学生の休学に関する公立鳥取環境大学学則及び公立鳥取環境

大学大学院学則の特例を定める規則について 

   事務局から、新型コロナウイルス感染症に伴う学生の休学に関する公立鳥取環境大学学則及び

公立鳥取環境大学大学院学則の特例を定める規則について説明があり、原案について承認された。 

〈主な意見等〉 

・特になし 

 

３ 報告事項 

（１）令和２年度業務実績評価書について 

    事務局から、令和２年度業務実績評価書について報告があった。 

 

（２）補正予算の専決について 

    事務局から、補正予算の専決について報告があった。 

 

（３）開学 20 周年記念事業の実施状況について 

    事務局から、開学 20周年記念事業の実施状況について報告があった。 

 

（４）公立鳥取環境大学学長の再任審査結果及び設置者への任命について 

    事務局から、公立鳥取環境大学学長の再任審査結果及び設置者への任命について報告があった。 

 

（５）近況報告 

事務局から、近況について報告があった。 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 


